
川重テクノロジー 分析装置ギャラリー

電子線マイクロアナライザー （ＥＰＭＡ）

装置概要

細く絞った電子線を試料に照射（電子線による

励起）し、その部分から発生してくる特性Ｘ線を

検出して、元素の種類、濃度などを調べること

が可能です。

また、固体の試料をほぼ非破壊で分析でき、単

純な元素の定性・定量分析以外にもマッピング

測定が可能です。（下記参照）

なお、弊社所有の装置は波長分散型の分光器

（ＷＤＳ）を搭載しているため、超軽元素から重

元素まで検出可能です。さらに、波長分解能が

優れており、近接のピークと重なることが少な

いため、信頼性の高いデータが得られます。

主な利用範囲

・金属組織中の析出物や介在物の組成分析・合金の組成分析及び定量分析

・異種材料界面の拡散状態の解析など

マッピング測定

（Ａ）
（Ａ）では、赤い部分ほ
どアルミニウム（Ａｌ）が
多く含まれていることを
示しています。

（Ｂ）では、青い部分が
多く、マグネシウム（Ｍ
ｇ）はあまり含まれてい
ないことを示しています。

（Ｂ）
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お問い合わせは
明石 ０７８－９２１－１６６３
神戸　０７８－６８２－５２５８
東京 ０３－３４３５－２４８５
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分析・環境評価


